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問い合わせ先

本　庁　天草市役所 ☎23-1111

〒863-8631 天草市東浜町８番１号

支　所　牛　深☎73-2111・有　明☎53-1111

御所浦☎67-2111・倉　岳☎64-3111
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河　浦☎76-1111
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SNS一覧

天草市公式 SNS 広報紙（やさしい日本語版）

▽ LINE

▽ Facebook

▽ Instagram

▽ YouTube

外国人をはじめ、

障がい者や高齢者、

子どもにも分かり

やすい日本語でま

とめた概要版 ホームページ

島根県の沖合約60kmに浮かぶ有人国境離島、

隠
お き

岐諸島の海
あ ま ち ょ う

士町を訪問しました。御所浦地域とほ

ぼ同じ規模の人口でありながら、令和7年の国勢調

査では、同県内で唯一人口が増加し、高齢化率も下

がったという驚くべき町です。

実際に上陸すると、話に聞いていた通り若者ばか

り。廃校の危機にあった隠岐島
どうぜん

前高校は、今では全

校生徒160人の約60％が町外出身者。全国から集

まった生徒たちが、寮生活などを送りながら学んで

います。

また、「大人の島留学」という 3カ月から 1 年間の

短期滞在制度には、毎年200人を超える若者が参

加し、仕事をしながら町での暮らしを体験していま

す。その15％以上が町に残り移住を選択。人手不足

の解消にもつながっています。

外から多くの若者が訪れることで、島を離れた子

どもたちも帰りたいと思える島になってき

た。そんな島の人々の自信を感じ取り、そ

の姿に天草の未来を重ねました。

　有明町の下津浦川沿いに咲く約10万本の彼岸花。下津浦

諏訪神社から有明グラウンドまで続くこの道を町内一の彼

岸花の名所にしようと、地域住民が30年以上前に植栽を開

始。近年は毎年400

球の球根が植えられ

ており、通称「彼岸

花ロード」といわれ

ています。

　赤・白・黄の色鮮

やかな花が秋の訪れ

を告げてくれる有明

町の名所の１つです。

子どもたちが「帰りたい」

と思えるまちを目指して

９月末現在

９月中の異動

Nov.Nov. 111120262026

主な内容

３ キラリ天草人

４ 天草東部の結び目となる新たな拠点

道の駅「くらたけ天草戦国ミュージ

アム」

11 ちょっとでも「おかしいな」「不安だな」と感

じたら・・・１人で悩まずに、ご相談ください！

12 令和7年度決算報告

15 いきいき健康

16 くらしの情報

27 図書館へ行こう！

28 元気☆あまくさっこ／○○な人み～つけた！

29 ハッピーバースデー

30 宝島のわだい

32 地域おこし協力隊／まちの歯医者さん

33 市民のひろば

34 休日在宅病(医)院／献血日程

35 お出かけ情報

36 第21回天草マラソン大会　交通規制の

お知らせ

１_高齢者宅に届けるため、子どもたちが一

つひとつ心を込めて季節のおやつを手作

り。「喜んでもらえるかな～」

２_無人販売は令和 7 年11月に始まり、住民

のニーズに応じて種類を追加。水族館を

見に来たついでに購入していく人もいる

１ ２

これまでのコラムは市ホームページ内 「市長室」 に掲載しています▲
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た
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泳
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い
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取
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組
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20
歳
代
の
こ
ろ
水
族
館
で
飼
育
員
を

し
て
い
た
五
嶋
さ
ん
。
令
和
４
年
に
振
興

会
職
員
に
な
っ
た
と
き
、
「
大
人
も
子
ど

も
も
、
た
く
さ
ん
の
人
が
集
ま
る
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
し
た
い
」
と
の
思
い
か
ら
生

き
物
の
展
示
に
目
を
付
け
た
。
地
域
の
川

に
は
天
然
の
ウ
ナ
ギ
や
カ
ワ
ア
ナ
ゴ
な
ど
貴

重
な
生
き
物
が
生
息
し
て
お
り
、
展
示
す

る
と
そ
の
珍
し
さ
と
懐
か
し
さ
か
ら
地
区

住
民
が
セ
ン
タ
ー
に
訪
れ
て
く
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
地
域
の
漁
師
や
事
業
者
な
ど
の

協
力
で
少
し
ず
つ
規
模
を
拡
大
し
、
今
で

は
40
～
50
個
の
水
槽
が
並
ん
で
い
る
。

小
学
生
も
登
下
校
の
途
中
に
「
今
日
は

何
が
新
し
く
入
っ
た
の
？
」
と
立
ち
寄
っ
て

く
れ
る
の
が
日
課
に
。
「
郁
子
さ
ん
！
」
と

親
し
み
を
込
め
て
呼
ば
れ
る
ほ
ど
距
離
が

近
ま
る
に
つ
れ
、
振
興
会
の
事
業
に
も
参
加

し
た
い
と
の
声
が
上
が
っ
た
。
そ
こ
か
ら
、

季
節
の
お
や
つ
を
作
っ
て
高
齢
者
宅
へ
届
け

た
り
、
セ
ン
タ
ー
そ
ば
の
畑
等
で
収
穫
し
た

も
の
を
祭
り
で
販
売
し
た
り
す
る
な
ど
、

新
た
な
事
業
と
し
て
取
り
組
み
、
世
代
を

超
え
た
交
流
が
生
ま
れ
て
い
る
。

ま
た
、
地
域
の
昔
の
祭
り
を
紹
介
し
た
パ

ネ
ル
に
子
ど
も
た
ち
が
興
味
を
持
っ
た
こ

と
が
き
っ
か
け
で
、
昨
年
約
30
年
ぶ
り
に
こ

ど
も
祭
り
を
復
活
さ
せ
、
敬
老
会
で
獅
子

舞
と
手
作
り
の
行
列
を
披
露
。
涙
を
流
し

て
拍
手
を
送
る
高
齢
者
の
姿
も
あ
っ
た
。

そ
の
ほ
か
、
セ
ン
タ
ー
で
は
、
地
元
農
家

の
野
菜
や
ミ
カ
ン
、
豆
腐
な
ど
を
販
売
す

る
無
人
販
売
も
行
う
。
地
区
か
ら
店
が
無

く
な
っ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
始
め
た
も
の

で
、
ほ
と
ん
ど
売
り
切
れ
る
ほ
ど
盛
況
だ
。

「
新
た
な
取
り
組
み
は
、
活
動
を
支
え
て

く
れ
る
地
域
の
人
の
協
力
が
あ
っ
て
こ
そ
。

自
分
の
経
験
や
特
技
な
ど
も
生
か
し
つ
つ
、

み
ん
な
で
楽
し
い
こ
と
を
し
な
が
ら
大
浦

を
盛
り
上
げ
、
活
性
化
さ
せ
た
い
」
と
話
す

五
嶋
さ
ん
。
人
と
人
を
つ
な
ぎ
、
子
ど
も
た

ち
が
将
来
戻
っ
て
く
る
地
域
を
目
指
し
、

全
力
で
進
み
続
け
る
。
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